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日本語入力方式の評価
Evaluation ofJapaneseText EntrY Methods

各縄目本譜入力方式について,実際に使糊した場でナの操作特性を知り,ユーザー

に適合した日本語入力方式開発の鵜礎資料を得る目的で,円本語入力方式の操作件

評価の研究を行なったしつ

本論‾丈では,一連の八倒+二学的研究のうち,恨名けん盤‾丈′i二配列の検討,H不語

入力時のけん盟打けん特性,及び仮名t菓子変換,2ストローク他部記憶コード,ロ

ーーマ下溝′子二変換方式の習熟特性を論じ,これらの研究から生まれた日本語入力速度

予測法の概要について紹介する(〕この入力速度予測ぎ去によって,現行の入力方式だ

けでなく,今後の新しい日本語人力方式についても,入力速度の｢融からの予測評価

を行なし､得る通が1‾掛ナた｡

t】 緒 言

H本譜ワードプロセ､ソサをはじめとする効率的な日本語処

理‾方式の開発は,OA(オフィスオートメーション)の_重要な

課題である｡その中でも日本語人ノJは人間の千によって行な

われるだけに､他の処理に比べて多くの時間を要L,二の効

率化が処理全体の効率化に直結している｡

反面,ユーザーの側から各椎のLl本譜入力方式を見るとき,

使用目的や技能水畔が様々に異なる中で,l′】分に適合した入

力方式を見いだし,これを使い込んでゆくことが自然に効率

化につながる道である｡日立製作所は先にJム範囲のユーザー一

に適合できる方式として2ウェイ入力方式1)t4)を開発した｡

ここでは,同じ目的のため引き続いて行なわれているその後

の研究について報一告する｡

凶 日本譜入力方式の分類

現在,一般に使用されている【l本譜入ブJ方式をユ【ザーと

の適(ナ性の観ノ.1二くから分顆すると表1に示すようになるであろ

う〔同表で〔引ヨヨ家とは日本語入力を主要業務とし,長期の組

織的訓練を′受けた人で,1分間100字以上の速度で【1本譜を

人ブJできる人をいうことにする｡二れと対照的に,非専F】1ノ家

とは日本語入力以外の業務を主要業務とし,その業務達成の

ために時々日本語入プJを行なう人であるr-)したがって,納期

的なノ尊人数▼百を′受ける程度で組織的な訓練は′受けないのか普

通である｡しかし,非キP【1`家といえども1分間30ノj一:～60ナナニ程

度の入力過度に達しなければ著しく非効一率的になるので,け

ん繋打けんを専門′家はどの高速ではないにLてもTouch法で

行ない得る教育は必壬日のものであるf)二二でTouch法という

のは,英文タイプや仮名タイプの標準的な使輔法で,左才丁手

の人差指から小指まではホームポジションと称する文ノ?:キーー

グ)卜に骨駄し,二れを起点として運指を文ノンニキーと関連づけ

て学習するものである｡これによリRはけん悠+∴を見ず,J京

稿を見たまま打けんできるようになる｡またSight法とは,文

字盤上で入力しようとする▲文字を目視によって探し出して入

力する方法であl),目が盤面を見たり人力しようとする原稿

を見たりする必要があるため痛労しやすく,高速入力はでき

ないが,特別の学習なしに使える利点がある｡

表1に示した入力方式のうち,表示選択方式は,まず単i莫
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乍又は熟語の読みを仮名又はローマ字で入力し,同庁の候補

横手を表示して,その中から必要な汚さ与二を選択入力する方ブ去

である.､仙名i野}:変換,ローーーマ字淡字変操は説明を要しない

と思うので省略する｡)仙名タブレソト及び惜別列仮名けん髄

は,仮名‾文字を50音川副二門止列したタブレ､ソトあるいはけん類誌

で,初心者がSight法で読みを入力するのに適している.｡全文

′;:二配列タブレットは,数千字のi笑字や仮名‾文字を1校の文ノ‾j二

盤_卜に配列Lたものである｡仮名2ストローク記憶コMドは,

携′‾‾Fに仮名2文字から成るコードを割り付け,これを学習す

ることによって仙名2打けんで横手1′i･:がユニ【クに決まっ

て入力される方式で高速人力に適している｡

Fl+土製作所の入力方式開発の方針は,ユー1サーが各日の用

途や技能に応じた一最適な入力方式を選択して使用できること

を目指Lており､現在の2ウェイ入力方式1)▼4)では表中に米

印を付けた範岡をカバ【している｡

表】 ユーザー特性と日本文入力方式 入力方式欄の*印は2ウェイ

入力方式に包含される範囲を示す｡

ユ【ザー 入力速度 訓 練 負荷配分 打鍵法 適合日本語入力方式

非専門家
適 度

(30､60字･′分)

短期的

タッチ打法

の基礎

入力手続の

手ほどき

システム負荷

大

ユーザー負荷

小

Touch法

*表示選択

*仮名漢字変換

*ローマ字漢字変換

S唱h一法
*仮名クルソトt仮名

整配列仮名けん盤l漢字変換

システム負荷

小

ユーザー負荷

大

S】ght法 全文字配列タブレット

専 門 家
高 速

(川0字ノ･′舟以上)

長期的

高速タッチ

手丁法

記憶コード

学習

システム負荷

小

ユーザー負荷

大

Touch:去 * 仮名2ストローク言己憶コード
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8 文字けん盤の!特性と問題点

表1に示した日本語入力方式の中で,全文字配列タブレッ

トを除けば何らかの形の文字けん盤をもっており,これがユ

【サーからシステムへ向けての情報入力のインタフェ【スと

なる｡したがって､日本文入力に対する文字けん磐の特性は

入力方式の効率を決める一つの大きな要因になる｡

現在,日立を含めて多くのメーカ【が使用しているJIS配

列仮名文字けん盤で,日本語を入力する場合の指の打けん頻度

を調べたところ,図1に示すような頻度分布が得られた2)･3)

理想的な打けん率の分布は同図中の二重枠で示すホーームポジ

ションが存在する第2段目で最大で,その上側の第3段がそ

れに次ぎ,次いで最下段,最上段と推椎する｡また,左右方

向について左右手ともに人差し指,中指,薬指,小指と頻度

が低下するのが良い｡同図の打けん矧萱の周辺分布を見ると,

理想状態からはほど遠く,ホーム段よりも第3段目の頻度の

ほうが大であるほか,右手については人差し指より小指の打

けん頻度のほうか大である｡

図2に打けん頻度の空間的分布を改善した仮名けん盤の文

字配列案2)･3)を示す｡文字配列はこのほかに左右手間の交互

打けん率や日本文中の仮名読み系列の遷移確率などを考慮し

なければならない｡いずれにせよ,このような研究を重ねて合理

的な仮名けん磐を作製し,大方の合意を得て標準方式が決定

されたときに初めてこの問題は解決されたことになる｡現存,

英字けん盤ではQWERTY配列が標準になっているが,これ

より合理的なDVORAK方式が提案されたにもかかわらず,

これが標準となり得なかった｡これは変更のための全国的な
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設備投資規模と,何よりQWERTY方式で教育を受けた人々

に対する救済の問題があるためである｡我が国でも一般に

JIS配列による仮名タイ70の教育が行なわれており,こうし

た教育の問題を巧▲えると,けん磐配列の変更は大量のデータを

とり,十分な検討を重ねた上で慎重に行なわなければならな

いであろう｡

8 日本話人力速度の評価と予測

4.1 日本話人力方式の評価実験

日本譜入力方式を効率の面から評価するために,女子大学

生5名から成る2グループについて各種方式による日本語入

力の訓練を約6簡月にわたって行ない,訓練時間と入力速度

との関係を求めた｡2グル【プのうち1グループは,佃名文

字けん悠による仮名入力をべ【スとLた3方式について入力

を行なわせた｡二のブル】プでは,まず約20時間にわたって,

Touch法による仮名文字けん盤打けんの訓棟を行ない,その

後に,けん悠打けんの訓練と並行して,表示選択方式,仮名

2ストローク記憶コード方式及び仮名漢字変換方式による日

本語入力の訓練を行なった｡結局,けん盤打けんの訓練を含

めると,この時期には各被験者が4種類の入力方式の訓練を

並行に受けたことになる｡各方式の訓練は約30分を単位にし

てランダムな順序で行なった｡

もう1グループの被験者は,英字けん盤を用いローマ字入

力をベースとした日本語入力の訓練を行なった｡このグルー

プでも,最初に約20時間の英字けん盤打けんの訓練を行ない,

それに続いてローマ字入力表示選択,英字3ストローク記憶

コーード及びローマ字漢字変換の3方式による訓練を行なった｡
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図lJIS仮名文字けん盤

による日本語入力時の打t.ナ

ん三頃度分布 各文字キーの

〉農度は,図面右下に示す日本語

中での文字出現率を表わす｡こ

のけん盤での左右交互打けん率

は58.6%である｡二重枠はホー

ムポジションを示す｡

図2 一仮名文字けん盤改

良案の例 高頻度文字をホ

ームポジション(二重枠)の周辺

に集めた例を示す(交互打けん率

6l.1%)｡
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日本文入力過程 日 本 文 文章認知
文字･読み

変 換

文字キー

打けん

言売み･文字

変 換
誤変換訂正 日 本 文

各過程のモデル 日本文構造モデル 文章認知モデル

コード学習モデル

仮名･ローマ字

変換モデル

キー打けん速度

予測基本モデル 変換操作時間モデル
誤変換訂正
操作時間モデル 日本文構造モデル

要 因 漢 字 率
日本文認知率 仮名記憶コード 仮名打けん訓練時間

変換単位文字数

正変換率p【.

多変換率J)M 誤変換率訂正操作

日本語入力速度∫
片仮名文認知率

英文認知率

P

学習時間

コード学習率

仮名文字入力速度
辞書頻度構造

変換操作時間

Tl(g)
表示選択時間

r2(り

時間r3(り

図3 日本譜入力プロセスと構成要因 各過程のモデルは,日本語入力速度予測法を構成するモデルである｡

訓練手続と日本語テキストは仮名グループと同じである｡こ

こで英字3ストローク記憶コードというのは,仮名はローーマ

字で入力し,1英字だけを仮名のローマ字表記と抵触しない英

字3字の記憶コードで入力するものである｡

訓練時間が100時間前後までの経過を見ると,後述するよ

うな英字けん盤打けんの初期特性の良さを反映して,ごく初

期の日本語入力速度についてはローマ字入力による表示選択

方式やロ【マ字i英字変換■方式のほうが良いが,習熟段階では

仮名文字けん盤による入力のほうが10～15%入力速度が大で

ある｡具体的な入力特性については,4.5節の入力速度予測

例で説明する｡

記憶コード入力については,仮名2ストロークコーーードのほ

うが一笑字3ストロークコードよリコード学習に要する時倒が

少なく,入力速度の立上l)が速かった｡しかし,英字3スト

ロ【クコードでも,約80時間の訓練で表示選択やローマ字i芙

字変換を抜き,約130時間の訓練で100了/分以上の入力速度

となった｡

4.2 日本語入力過程の構成要因

__L記の入力速度評価実験結果を解析し,完成した機器の試
用による入力速度の評価だけにとどまらず,開発計画段階で

の事前予測をも行なう入力速度予測法の開発を試みた｡この

目的で日本語入力プロセスを分析し,各プロセスに関与する

要因を洗い出した結果を に図式的に示す｡同図のうち,

‾史乍キ【打けんフ､■ロセスを士完にLて左側は主としてユMサーと

しての人間の内部プロセスが問題となり,右側は人間の操作

とシステムの特性との相互関連が問題となる｡同図の中段に

ある各過程のモデルは,日本語入力速度予i別法を構築する上

で必要になる下部モデルであI),最下段に示す要因は,各過

程のモデルを構成する主な要因あるいはパラメータである｡

硯二在,この分析をもとにして,仮名入力,ローマ字入力と

もに表示選択,記憶コード,仮名及びローマ字了英字変換の各

方式についての入力速度予測法が完成している｡ここでは紙

数の都合上,各方式に共通なトピックスを紹介する｡

4.3 日本語入力時のけん盤打けん特性

仮名けん盤及び英字けん盤のいずれの場合でも,Toucll法

による訓練を重ねて,打けん速度が毎分100ストロークを超

える水準になると,テキストの影響が占顕著に出てくる｡その

斗犬況を示すデータを図4に示す｡同図に見るように,文節分

かち書きの片仮名テキストを見て打けんする場合に比較して,

通常の日本文,すなわち漢字‾交じり平仮名文を見て仮名キー

を打けんする場合のほうが2倍ほど速度が速い｡これは高速

打けん時にはユーザーはテキスト中で現在見ている字を打っ

ているのではなく,ある数の‾文字を1ブロックとして見る,い

わゆる先読みを行なうためで,日本人のユーザーにとって,

正常な日本文が意味が分かりやすく,片仮名▼丈に比較して広

い範囲の先読みができることを意味している｡英字キーの場

合も同様で,日本人が英‾丈を見て一打けんする場合よりも,日

本‾丈を見てローマ字入力する場合のほうが打けん速度が大で

ある｡

4.4 入力速度予測法の概要

入力速度予測法の概要を,イ反名漢字変換を例にとって説明

する｡図3を仮名漢字変換入力手続を中心に書き替えたもの

が図5である｡文節単位の変換を例にとると,文節の読みを

入力し,変換キーを押した結果,第1位に望みの一文が得られ
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仮名けん盤

漢字交じり

平仮名文

● 仮名けん盤で漢字交じり平仮名文の読み打けん時のデータ

*仮名けん盤で同一人が片仮名文を見て打けんしたときのデータ

｡英字けん盤で漢字交じり平仮名文の読みをローマ字で打けんしたテ‾タ

図4 けん盤打けん速度に及ぼすテキストの効果 けん盤打けん速

度が100ストローク/分を超える習熟段階になると.テキストの読みやすさが打

けん速度に大きな影響を与える様子を示す｡
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る正変換過程の所要時間をrl(g),この生起確率をp(.とする｡

また,正変換過程では望みの文が得られなかったが,読み入

力に対する幾つかの候補文中に必要な文があって,表示選択

操作によって取り出せる過程を多変換過程と呼ぶ｡この過程

の所要時間を丁2(吉)で表わし,これによって望む文が得られる

確率をpmで表わ七 この二つの過程で望む文が得られない場

合は誤変換訂正過程に入り,文節中の漢字を1字ずつ入力す

る｡この過程の所要時間をr3(～)で表わす｡このようにすると,

1文節当たりの平均入力時間r｡(王)は次式で与えられる｡

ro(吉)=p｡rl(り＋(p｡-pm)(r.(亡)＋r2(才))

＋(1【pm)(rl(才)＋r2(～)＋T3(～))･‥‥･…(1)

文節を構成する文字数をⅣで表わすと,日本語入力速度Sは

次式で表わされる｡

60Ⅳ

S=前‥…‥…■‖ ■……(2)

ここでfは訓練ないしは経験時間である｡rl(ォ),r2(～),

丁3(吉)は更に下位の手続やシステムパラメータに展開できる｡

4.5 入力速度予測例

図6に,この予測法を用いて求めた仮名漢字変換,ローマ

字漢字変換及び仮名2ストローク記憶コード,表示選択併用

入力の習熟曲線を示す｡この曲線は実測デ【タと,テキスト

の漢字含有率による入力速度の変動範囲内で一致している｡
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図5 仮名i実字変換操作プロセス 仮名漢字変換方式で,日本語を入

力する場合の操作プロセスを図式的に示す｡全操作プロセスの経過時間は,各

ステップの所要時間の和となる｡
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図6 予測習熟曲線 テキストの漢字含有率35%,仮名及びローマ字漢字

変換システム特性pぐ=0.9,pm=0.97.平均文節処理時間l.0秒を想定Lた｡
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予測の前提としては,けん盤打けん能力が図4の日本‾文人力

特性で示す八を想定Lている｡その他の条件のうち,主なも

のを区16中に記載した｡

図6に明らかなように,記憶コ【ド入力は別として,ロー

マ字漢7変換は初期入力速度は仮名漢字変換よりも大である

が,訓練が進むにつれて仙名横手変換に追い越される｡この

場合のロ【マ字表記は訓令式によるものとし,仮名1文字の

表記に平均1.87ストロークを要する5)と見込んでいる｡

前述のように,非専門家が,適度な効率で入力する範囲を

30～60字/分と想定すると,図6にホす性能のシステムでは､

30字/分の入力速度には仮名i襲字,ローマ字状字変換ともに

約20時間の訓練で到達する｡ただし,60字/分の速度に到達

するのは仮名一葉字変換で40時間,ローマ字模字変換で約80時

間前後と見込まれている｡このことから,経験のないユーザ

ー1がTouch打法の訓練からスタ【卜する場でナには仮名入力に

よるのがよく,英字けん盤で経験がある人はローマ字入力が

よいと巧◆えられる｡

専門家が仮名2ストローク記憶コード方式で人力する場⊥合

は,図6から約75時間の訓練で毎分100字の入力速度に達す

る｡これは従来の記憶コ【ド方式に比較してかなり短い時間

であり,表示選択と併用する2ウェイ入力方式の効果の現わ

れであろう｡

切 結 言

以上の結論を取りまとめると以下のようになるであろう｡

(1)日本語入力時のTouch法による各指の打けん頻度分布を

分析した結果,JIS配列よりも合理的な日本語入力用仮名文

′テニけん盟配列の一案を示した｡

(2)けん磐を高速打けんできる専門家の技能水準では,テキ

ストの読み取りやすさが打けん速度に大きな影響を与える｡

二の点で揖′討反名‾交じり文は有利で,H‾仙名文の約2倍の速

度で打けんできることが明らかになった｡

(3)仮名けん磐及び英字けん盤による各椎日本語入力方式の

評価実倹を行ない,その結果に基づいて日本語人力速度予測

i去を開発した｡

(4)二の予測法によって,仮名漢字変換を中心とした各種日

本言吾入力方∫(の習熟曲線を求めた｡その結果,非専門ノ家がけ

ん磐のTouch打法の訓練から始める場合は,仮名入力,英字

けん悠の経験がある場合はローマ字入力によるのが妥当であ

ることを示唆する結果となった｡また,記憶コ】ド入力に対

する2ウェイ入力方式の習熟時間短縮効果を示す結果も得ら

れた｡

うー後は,この子測法を有効に晴用Lて､ユーザーにいっそ

うイか､やすく,かつ効率的な日本語入力法を開発してゆきた

し､と考える｡
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